
平成30年度の活動報告

地域内研究会・講習会の継続実施　6月1日兵庫県小児血液腫瘍症例検討会

及び今後の検討課題等 11月22日　小児がん治療講演会　1月11日　兵庫県小児Tumor Board

緩和ケア加算取得開始

・小児がん診療病院連携会議（兵庫県6月1日、近畿ブロック10月6日、中四国ブロック1月12日）

・小児がん診療病院とのTV会議（毎月1回）

(8)AYA世代（高校生）の診療・教育支援

(11)その他　8月4日皇太子殿下・皇太子妃小児がん医療センター・神戸陽子線センター行啓
11月28日ヴィッセル神戸イニエスタ選手小児がん医療センター訪問

(7)臨床研究:JCCGを中心に計画されている国際臨床試験への積極的参加　 ダウン症ALL(DS-ALL）

　再発ALL(Intre-ALL)  頭蓋外胚細胞腫瘍（AGCT試験）、肝芽腫(PHITT試験）他

・高校生に対する院内学級設立に向けた基盤整備 

・ボランティアなどを活用した高校生に対する教育支援事業の実施

(9)国際協力推進事業（平成29年度医療技術等国際展開推進事業（NCGM事業））　インドネシアからの
小児腫瘍医の受け入れ（11～12月）

(10)院内学級在籍者へのスポーツ・文化活動の提供　7月21日　(Being ALIVE Japan事業)

・小児がん長期生存者の長期フォローアップ体制確立（医療連携含めて）

小児がんの進捗状況について

項目 内容

(1)研修教育：看護研修会の継続実施(7月7日基礎編、8月18日、10月3日、11月10日トピックス編)。

(2)情報連携：地域内がん相談支援室との連携による機能拡大。兵庫県がん・生殖医療セットワーク事と
の連携によるAYA世代がん患者の妊孕能温存処置の拡大・促進 　6例の卵巣保存施行

(3)がん登録：専任職員を用いた地域がん登録の継続実施。院内がん登録実務中級2名取得。

(4)緩和医療：緩和医療チームの活動促進、緩和ケア講習会（NPO法人しぶたね清田氏、兄弟支援

(5)がん地域連携パス：小児がん拠点病院及びがん拠点病院間のがん地域連携パス実施状況の調査

(6)医療連携

・小児がん拠点病院連携会議（全国：6月22日、1月18日　近畿ブロック：10月6日、2月16日）

・兵庫県立神戸陽子線センターとの連携　全脳全脊髄照射含めて症例集積　小児悪性腫瘍に対する陽
子線治療の観察研究の実施  昨年度月小児例47例施行　1月から全脳全脊髄照射(CSI)開始



令和元年度の活動計画

地域内研究会・講習会の継続実施　6月頃兵庫県小児血液腫瘍症例検討会

及び今後の検討課題等 11月29日　小児がん治療講演会　令和2年２月頃　兵庫県小児Tumor Board

・小児がん診療病院とのTV会議（8月、12月除く毎月）

(8)AYA世代（高校生）の教育支援

海外患者の小児陽子線治療患者の積極的受け入れ（神戸メディクラ・ICCRCとの連携）

・ボランティアなどを活用した高校生に対する教育支援事業の実施

(9)国際協力推進事業（平成29年度医療技術等国際展開推進事業（NCGM事業））

開発途上国における小児がんの診療効力強化として小児がん診療従事者の交流・促進

(10)人材確保・教育　　Child Life Specialist(CLS)確保　専門看護師・薬剤師養成  若手医師の交
流

   緩和講演会開催 5月10日(資料４）

・小児がん長期生存者(CCS)の長期フォローの病病・病診連携体制構築　患者会含む講演会(1)
参照

・兵庫県立神戸陽子線センターとの連携　1月からは全脳全脊髄照射（CSI)開始を受けてさらなる
症例の集積促進（資料6）

・当院Tumor Board（週1回）への他院からの参加奨励

(7)臨床研究:JCCGを中心に計画されている国際臨床試験への積極的参加

小児悪性腫瘍に対する陽子線治療の観察研究の実施

    臨床研究法対応、特に小児の場合適応外薬剤（特定臨床研究扱い）対策

・高校生に対する院内学級設立に向けた基盤整備

・小児がん診療病院連携会議（兵庫県：時期未定、行政参加予定、10月頃近畿ブロック、1月頃
中四国ブロック） 小児がん連携病院指定（資料5）

(3)がん登録：専任職員を用いた地域がん登録の継続実施

(4)緩和医療：緩和医療チームの活動促進、アッピアランスケア部会設立

(5)がん地域連携パス：小児がん拠点病院及びがん拠点病院間のがん地域連携パス実施状況の
調査　小児がん連携病院の指定（資料5)　10月決定予定

(6)医療連携

・小児がん拠点病院連携会議（全国、近畿ブロック各2回ずつ）

(2)情報連携：地域内がん相談支援室との連携による機能拡大（資料2)。
兵庫県がん・生殖医療セットワークとの連携によるAYA世代がん患者の妊孕能温存処置の拡大・
促進、特に卵巣凍結保存 8件施行（資料3）

項目 内容

(1)研修教育：看護研修会の継続実施(本年も7～11月に計4回施行予定）　(資料1)

12月1日（予定）：神戸大学がんプロ養成プラン共催で行政・患者会合同の小児がん長期サバ
イバーの長期フォローアップに対する講演会



資料1



資料2



原疾患 採取時期 年齢
受診から
退院(日)

手術から
治療(日)

病理検査

1 急性骨髄性白血病 移植前（2nd CR) 14 6 15 陰性

2 急性リンパ性白血病 移植前（2nd CR) 15 5 16 陰性

3 未分化肉腫 初回治療開始前 15 9 7 陰性

4 卵黄嚢種 再再発治療開始前 11 8 18 陰性

5 ユーイング肉腫
初発（化学療法後、
手術放射線治療前）

16 9 8 陰性

6 頭蓋内胚細胞腫瘍 初回治療開始前 14 6 7 陰性

7 ユーイング肉腫
初発、化学療法2

コース後
11 10 7 N.D

8 急性骨髄性白血病 移植前（1st CR) 15 5 (-)※ 陰性

卵巣保存例

※ 手術施行中

資料3



「神奈川県立こども医療センターの
緩和ケアの取り組み」

開催日程：2019年5月10日（金）
17:45～18:30

講師：神奈川県立こども医療センター
緩和ケア普及室（麻酔科）

室長 堀木 としみ先生

会場：講堂

対象：全職員

資料4



兵庫県小児がん連携病院（案）
令和元年10月5日に決定予定

• 明石市民病院

• 尼崎総合医療センター

• 神戸大学医学部附属病院

• 神戸陽子線センター

• 姫路赤十字病院

• 兵庫医科大学附属病院

資料 5
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全例 要鎮静 化療併用

2018年3月 3 1 2

2018年4月 2 0 2

2018年5月 7 2 3

2018年6月 3 2 1

2018年7月 6 2 2

2018年8月 3 3 0

2018年9月 2 1 0

2018年10月 2 1 0

2018年11月 4 2 3

2018年12月 4 2 3

2019年1月 3 2 0

2019年2月 5 2 3

2019年3月 3 3 1

累計 47 23 20
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全例 要鎮静 化療併用

神戸陽子線センター平成30年度小児例
資料6
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